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14． 尿管結石症か ら敗血症 ・ エ ン ド トキ シ ン シ ョ ッ

　　 クを呈 し PMX 及び CHDF に て救命 しえた 1例
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　症 例は 63歳 ， 男性 ， 平成 15年 10 月 8 日 に 左 側 腹

部痛 と嘔吐 を主訴に来院し ， 左尿管結石症 の 診断 に て

内服加療 を開始された．10 月 10 日 AM 　3 二 35に 左側

腹部痛の増強 ・発熱 ・下痢を主訴 に救急搬入 された．

同 日朝 に は BP ： 70／50　mmHg ・乏尿 と な り ， 血 液デ

ー
タ

ー
も WBC ： 13，700，

　 PLT ； 3．0万 ，
　 CRP 　19．71，

BUN ： 71．6，　 CRE ： 4．33 と な り ， ドーパ ミ ン ・利尿

剤 ・抗生 剤 の 投与 が 行 わ れ た ．16 ： 00 に は WBC ：

5，200， PLT ： 2，3万 で血圧 維持 に ノ ル ア ド レ ナ リ ン

が 必要 と な り，ス ワ ン ガ ン ツ カ テ ーテ ル を挿入 し ，

CO ： 9．53，
　 SVRI ： 966で あ り，　 PMX −F （05　R ） と

CHDF を直列 に 接 続 し治療 を開始 し た ．　 PMX −F は

12時間経過 時 点 で バ イ パ ス し ， 以 後 CHDF 単独で

24時間継続 し た ．10 月 11 日 に は PLT ： 0．7 万 と な

り ， ノ ル ア ドレ ナ リ ン は 中止 で き ド
ーパ ミ ン も減量 で

き た が ， DIC の 増強 を認 め ， 再度 PMX −F と CHDF

併用 を行 っ た．以後 10 月 14 日 ま で CHDF を継続 し

た が ， 徐々 に DIC ・腎不全 も改善 し， 10月 22 日 に は

自然排石 し ， 10月 30 日 に軽快退院 した．

15． 肝移植に対する ブ リッ ジ療法 として の 血液浄化

　　　　 井戸和己 ・片山　浩 ・森松博史 ・佐藤哲文

　　　　　　　　　　　　　　 松三 昌樹 ・森田　潔
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　劇症肝炎 は 現在で も死亡率の高 い 疾患 で あ る．我 々

の 施設 で は，劇症肝炎患 者に対す る 生体 肝移植 を 12

例施行 して お り， そ れ ら症例 に対す る 血液浄化法 を レ

トロ ス ペ ク テ ィ ブ に 検討し た．小児症例は 3 例 で ，血

液浄化 と し て は 血液交換が施行 さ れ た．成人 の第 1例

は単 純 血 漿 交 換療法 ＋ 通 常量 の 置換液 を使用 した

CHDF で あ り，第 2 例か ら以 降 は 持 続 血 漿 交 換 療

法＋置換 液 を
一

日 あ た り約 200L 使 用 す る 高 流 量

CHDF （HF −CHDF ）を 実 施 し た ．　 HF −CHDF を 施

行 しな か っ た 症例 は 深昏 睡 に 陥 っ た状態 で移植術が 施

行 さ れ た．HF −CHDF を実施 し た 8例の う ち 6例 に

明 ら か な意識回復 を認め ，
1 例は 不 完全 で は あ る も の

の 意識 を改善 させ る こ とが で き た．最近 の 1例で は

HF −CHDF 開 始数 時間 で 緊 急移植術 が 施 行 さ れ ， 血
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液浄化に よ る意識回復効果は認め な か っ た． こ れ ら症

例 に は 致命的な合併症 を認 め る こ とも無 か っ た．

　劇症肝炎に対す る最終的な治療法 と し て確立 した生

体肝移植に む けて ， そ の環境を整 え る ため ， 出血性合

併症 を防止 す る た め の CPE と意識を改善 さ せ る た め

の HF −CHDF の 組み 合わ せ は有効な ブ リ ッ ジ治療 と

な りうる．

　　　 16．劇症肝炎に おけ る血液浄化の検討

　　　　 森松博 史 ・片山　浩 ・清水一好 ・賀来隆治
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　 目的 ：劇症肝 炎 に お け る 予後 と意識改善 に 影響を与

え る因子 を解析し ， 血液浄化療法 の 効果 を明 らか に す

る．

　対象 と方 法 ：1985年 か ら 2003年 の 18年間 に 当院

に劇症肝炎に て 入院 した 61 名を検討 した．血液 浄化

療 法 と し て ， PE ，
　 HD ，

　 High−How　 CHDF （HF −

CHDF ）の 予後 ， 意識改善 に 対 す る 影 響 を logistic

regression 　analysis を 用 い て検討 した ．

　結果 ：3 つ の 血 液浄化法は ど れ も院内生存 ， 意識の

改善 と は有意な関係を 認 め な か っ た．

　結論 ：劇症肝炎に お い て 血液浄化療 法 は予後 や意識

の 改善に有意な影響を与え て い な か っ た．しか し肝移

植 ま で の Bridge　use や
一

時的な状態 の 改善 に は貢献

して い るもの と思われ た ．

17． 成人急性型劇症肝炎に対する生体肝移植 に おけ

　　 る Slow 　PE ＋ High −flow　dialysate　CHDF の 治

　　 療成績と意義
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　【対 象】　 1996年 8 月か ら 2003年 8 月の 期間 に 当科

で 行 わ れ た劇症肝不 全 に 対 す る 生体肝 移植例 は 13 例

（成人 9例 ・小児 4例） で あ り，1年生 存 率 84．6％で

あ っ た．成人劇症肝不全 9例 の 内訳 は，急性型 7例 ・

亜 急性 型 2例で あ り， 成人急性型 の 7例 （B 型肝炎 4

例 ・薬剤性 1例 ・原 因 不明 2例 ） を対 象 と した ．

　【結果】　 （1）生体肝移植 を行 っ た成人 急性型劇症肝

炎 7例 の 1 年生存率は，85％ で あ り，うち 5例 の 生体
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